
紙
面
編
集
・
広
田
　
佳
史

地元支援者と電話をつなぎ感謝を述べる細田博之氏
‖�日午後８時５分、東京都千代田区、派閥事務所

初当選を果たし、花束を手に喜ぶ高見康裕氏‖�日午後
８時�分、出雲市今市町、ラピタウェディングパレス

　元党幹事長。党石破派顧問、

党鳥取県連会長。銀行員を経て

��年の衆院選で初当選。党政

調会長、党安全保障調査会長、

防衛庁長官、防衛相、農林水産

相、地方創生担当相などを歴任。

慶応大法学部卒。鳥取市上町。

当選�回。

　
１
９
９
６
年
の
小
選
挙
区
制

導
入
以
降
、
初
の
与
野
党
一
騎

打
ち
は
、
自
民
党
前
職
の
赤
沢

亮
正
氏
が
組
織
力
を
生
か
し
て

６
選
を
果
た
し
た
。
共
産
党
の

支
援
を
初
め
て
受
け
、
５
度
目

の
対
決
に
臨
ん
だ
立
憲
民
主
党

元
職
の
湯
原
俊
二
氏
は
支
持
を

固
め
切
れ
な
か
っ
た
。

　
赤
沢
氏
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
や
防
災
の
内
閣
府
副

大
臣
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
確
保

や
事
業
者
支
援
な
ど
に
取
り
組

ん
だ
実
績
を
強
調
。
公
明
党
を

は
じ
め
、
推
薦
し
た
農
業
、
建

設
業
な
ど
１
３
４
団
体
に
支
え

ら
れ
、
逃
げ
切
っ
た
。

　
湯
原
氏
は
安
倍
、
菅
政
権
の

経
済
政
策
が
格
差
拡
大
を
招
い

た
と
し
、
政
権
批
判
票
の
取
り

込
み
を
狙
っ
た
。
だ
が
、
共
産

党
が
支
援
し
た
こ
と
で
「
反
共

産
」
の
立
場
を
取
る
連
合
鳥
取

の
一
部
の
離
反
を
招
い
た
。

　
　
　
　
　
　
（
田
淵
浩
平
）

　元官房長官。党細田派会長、党島根県連会長。旧通産省（現

経済産業省）勤務、父の故細田吉蔵元衆院議員の秘書を経て、

��年衆院選で初当選した。沖縄・北方対策担当相、党幹事長

などを歴任。東京大法学部卒。松江市堂形町。当選�回。

　元島根県議。読売新聞記者、海上自衛隊勤務などを経て、

��年の県議選出雲選挙区で初当選。故竹下亘氏の政界引退

に伴う党県連の公募で後継に決まり、県議を２期目途中で辞

職した。東京大大学院公共政策学教育部修了。出雲市高岡町。

当選１回。

　
自
民
党
の
故
竹
下
亘
氏
が
兄

の
故
・
登
元
首
相
か
ら
強
固
な

地
盤
を
引
き
継
ぎ
、
「
竹
下
王

国
」
と
も
呼
ば
れ
る
島
根
２
区

は
、
竹
下
氏
の
後
継
候
補
と
し

て
立
候
補
し
た
党
新
人
の
高
見

康
裕
氏
が
初
当
選
を
果
た
し

た
。
立
憲
民
主
党
新
人
の
山
本

誉
氏
、
共
産
党
新
人
の
向
瀬
慎

一
氏
は
大
差
で
敗
れ
た
。

　
高
見
氏
の
得
票
率
は
�
・
４

％
。
陣
営
が
目
標
に
掲
げ
た
�

％
に
届
か
ず
、
前
回
選
の
竹
下

氏
の
実
績
（
�
・
８
％
）
も
下

回
っ
た
。

　
島
根
県
議
だ
っ
た
高
見
氏
は

竹
下
氏
の
政
界
引
退
に
伴
う
党

県
連
の
公
募
で
後
継
候
補
に
決

ま
っ
た
。

　
公
示
後
は
竹
下
氏
の
政
治
信

条
だ
っ
た
「
ふ
る
さ
と
創
生
」

を
引
き
継
ぐ
と
強
調
。
若
さ
と

行
動
力
を
前
面
に
東
京
一
極
集

中
の
是
正
な
ど
を
訴
え
た
。
約

１
５
０
団
体
以
上
の
推
薦
を
得

て
、
組
織
型
の
選
挙
を
展
開
。

終
始
、
他
候
補
を
圧
倒
し
た
。

　
山
本
氏
は
連
合
島
根
の
支
援

を
受
け
、
政
権
交
代
の
必
要
性

や
農
林
水
産
業
の
振
興
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
訴
え
た
が
、
大

票
田
・
出
雲
市
で
の
浸
透
に
苦

し
ん
だ
。
野
党
共
闘
が
実
現
せ

ず
、
政
権
批
判
票
が
分
散
し
た

こ
と
も
影
響
し
た
。

　
向
瀬
氏
は
自
公
政
権
の
経
済

対
策
に
対
す
る
批
判
の
ほ
か
、

原
発
ゼ
ロ
社
会
の
実
現
、
医
療

福
祉
分
野
の
支
援
拡
充
な
ど
を

訴
え
た
が
、
埋
没
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
松
本
直
也
）

　
事
実
上
の
与
野
党
候
補
の
一

騎
打
ち
と
な
っ
た
戦
い
は
、
厚

い
組
織
力
と
知
名
度
を
武
器
に

し
た
自
民
党
前
職
の
細
田
博
之

氏
が
�
選
を
決
め
た
。
政
府
と

党
で
要
職
を
歴
任
し
て
培
っ
た

政
策
実
現
力
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
の
強
化
な
ど
を
訴

え
、
支
持
を
集
め
た
。
立
憲
民

主
党
前
職
の
亀
井
亜
紀
子
氏
は

野
党
共
闘
で
臨
み
、
政
権
批
判

票
の
受
け
皿
を
目
指
し
た
が
及

ば
な
か
っ
た
。

　
自
民
党
最
大
派
閥
の
会
長
の

細
田
氏
が
期
間
中
に
地
元
入
り

で
き
た
の
は
５
日
間
だ
っ
た

が
、
１
回
当
た
り
の
演
説
時
間

を
短
縮
し
て
こ
ま
め
に
街
頭
に

立
っ
た
。
中
国
電
力
島
根
原
発

２
号
機
（
松
江
市
）
の
早
期
再

稼
働
も
訴
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
感
じ
さ
せ
な
い
聴
衆
の

多
さ
で
勢
い
を
維
持
し
た
。

　
本
人
の
不
在
時
は
地
元
選
出

の
党
参
院
議
員
や
県
議
が
マ
イ

ク
を
握
っ
て
細
田
氏
の
実
績
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
団
体
や
企
業
回

り
、
電
話
作
戦
も
徹
底
。
組
織

力
で
優
位
に
戦
い
を
進
め
た
。

　
亀
井
氏
は
公
的
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
や
消
費
税
率
の
引
き
下
げ

な
ど
を
主
張
し
、
政
権
交
代
の

必
要
性
を
強
調
。
連
合
島
根
を

支
持
母
体
に
、
共
産
党
と
社
民

党
の
支
え
も
得
た
。
し
か
し
、

反
原
発
の
主
張
に
一
部
の
労
働

組
合
が
反
発
。
期
待
し
た
党
へ

の
追
い
風
も
吹
か
な
か
っ
た
。

　
無
所
属
新
人
の
亀
井
彰
子
氏

は
公
示
直
前
に
立
候
補
を
表
明

し
、
個
人
で
活
動
し
た
が
、
支

持
は
広
が
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
片
山
大
輔
）

　
第
�
回
衆
院
選
が
�
日
投
開
票
さ
れ
、
山
陰
両
県
４
小
選
挙
区
は
自
民
党
の
前
職
３
人

と
新
人
１
人
が
勝
利
し
、
６
回
連
続
で
議
席
を
独
占
し
た
。
島
根
１
区
は
前
職
の
細
田
博

之
氏
‖
公
明
党
推
薦
‖
が
、
立
憲
民
主
党
前
職
の
亀
井
亜
紀
子
氏
と
無
所
属
新
人
の
亀
井

彰
子
氏
を
抑
え
て
�
選
。
２
区
は
新
人
の
高
見
康
裕
氏
‖
同
‖
が
、
立
憲
民
主
党
新
人
の

山
本
誉
氏
と
共
産
党
新
人
の
向
瀬
慎
一
氏
を
寄
せ
付
け
ず
、
初
当
選
し
た
。
鳥
取
１
区
は

前
職
の
石
破
茂
氏
‖
同
‖
が
�
選
、
２
区
は
前
職
の
赤
沢
亮
正
氏
‖
同
‖
が
６
選
を
そ
れ

ぞ
れ
果
た
し
た
。

　
比
例
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
（
定
数
�
）
に
重
複
立
候
補
し
た
立
民
の
３
人
の
う
ち
、
鳥
取
２

区
で
敗
れ
た
元
職
の
湯
原
俊
二
氏
は
復
活
し
、
２
回
目
の
当
選
。
島
根
１
区
の
亀
井
亜
氏

と
島
根
２
区
の
山
本
氏
は
復
活
当
選
で
き
な
か
っ
た
。

　
投
票
率
は
島
根
が
０
・
�
㌽
増
の
�
・
�
％
、
鳥
取
が
１
・
�
㌽
増
の
�
・
�
％
だ
っ

た
。

　元内閣府副大臣。��年、運

輸省（現国土交通省）に入省。

企画官、旧日本郵政公社出向な

どを経て、��年の衆院選で初

当選。党国対副委員長、国土交

通政務官などを歴任。東京大法

学部卒。米子市日ノ出町１丁目。

当選６回。

（１日午前０時０分、選管最終）

　　当　１０５，４４１票　石破　　茂　�　自前

　　　　 １９，９８５票　岡田　正和　�　共新

（�日午後�時�分、選管最終）

　　当　７５，００５票　赤沢　亮正　�　自前

　　　　６３，９４７票　湯原　俊二　�　立元

　
自
民
党
前
職
の
石
破
茂
氏
が

高
い
知
名
度
と
厚
い
支
持
基
盤

を
生
か
し
て
共
産
党
新
人
の
岡

田
正
和
氏
を
圧
倒
し
、
�
選
を

決
め
た
。
得
票
率
は
�
・
１
％

で
、
目
標
の
前
回
選
（
�
・
６

％
）
を
超
え
た
。

　
石
破
氏
は
「
謙
虚
で
誠
実
な

自
民
党
に
立
て
直
す
」
と
党
の

改
革
を
強
調
。
「
政
治
と
カ
ネ
」

の
問
題
な
ど
を
巡
り
党
に
対
し

て
く
す
ぶ
る
有
権
者
の
不
満
を

吸
収
し
た
。
地
方
創
生
と
東
京

一
極
集
中
の
是
正
を
説
き
、
地

域
経
済
再
生
の
期
待
を
引
き
寄

せ
た
。

　
岡
田
氏
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
応
を
柱
に
安
倍
、
菅
政

権
を
批
判
し
、
医
療
提
供
体
制

の
充
実
な
ど
を
主
張
。
農
業
振

興
の
訴
え
に
も
力
を
入
れ
て
農

業
票
の
取
り
込
み
も
図
っ
た

が
、
受
け
皿
に
な
り
き
れ
な
か

っ
た
。
　
　
　
（
藤
井
俊
行
）

（１日午前０時�分、選管最終）

当　９０，６３８票　細田　博之　�　自前

　　６６，８４７票　亀井亜紀子　�　立前

　　 ４，３１８票　亀井　彰子　�　無新

（�日午後�時�分、選管最終）

当　１１０，３２７票　高見　康裕　�　自新

　　 ５２，０１６票　山本　　誉　�　立新

　　 １４，３６１票　向瀬　慎一　�　共新

　
党
鳥
取
県
連
副
代
表
。
米
子

市
議
、
県
議
を
務
め
、
民
主
党

公
認
で
２
０
０
９
年
の
衆
院
選

に
立
候
補
し
、
比
例
で
復
活
当

選
。
同
党
幹
事
長
補
佐
な
ど
を

歴
任
。
民
進
党
な
ど
を
経
て
�

年
９
月
、
立
憲
民
主
党
に
合
流

し
た
。
早
稲
田
大
社
会
科
学
部

卒
。
米
子
市
彦
名
町
。
当
選
２

回
。

（
敬
称
略
）

　
比
例
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
（
定
数

�
）
の
山
陰
両
県
関
係
は
、
鳥

取
２
区
で
敗
れ
た
立
憲
民
主
党

元
職
の
湯
原
俊
二
氏
（�
）が
復

活
当
選
を
果
た
す
一
方
、
島
根

１
区
で
敗
退
し
た
同
党
前
職
の

亀
井
亜
紀
子
氏
（
�
）
の
復
活
は

な
ら
な
か
っ
た
。

　
�
議
席
の
う
ち
、
自
民
党
が

６
議
席
、
立
憲
民
主
党
が
２
議

席
を
獲
得
。
公
明
党
は
２
議
席

を
維
持
し
、
日
本
維
新
の
会
は

１
議
席
を
得
た
。

　
立
憲
民
主
党
は
小
選
挙
区
と

の
重
複
立
候
補
で
名
簿
１
位
に

�
人
を
据
え
た
。

　
選
挙
区
で
敗
れ
た
�
人
の
う

ち
、
湯
原
氏
の
惜
敗
率
は
�
・

２
％
で
２
位
以
内
が
確
定
。
２

０
０
９
年
か
ら
１
期
３
年
務
め

て
以
来
、
９
年
ぶ
り
の
国
政
復

帰
と
な
る
。

　
亀
井
氏
の
惜
敗
率
は
�
・
７

％
で
、
前
回
選
に
続
く
復
活
当

選
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
重
複

立
候
補
し
た
島
根
２
区
の
同
党

新
人
・
山
本
誉
氏
（�
）
も
及
ば

な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
原
田
准
吏
）

★��選挙山陰����年（令和３年）��月�日（月曜日）（第３種郵便物認可）


